
一つの操作に対する
アイコンのみ表示され、
選択するには左右に

複数回スクロールする必要

ー

アプリ一覧画面や、設定画面など、
ウォッチフェイス以外の画面で
真ん中のスイッチを短く押すと、
ウォッチフェイスの画面に戻ります。

定型文や絵文字以外は
主に音声入力

Bluetoothで接続された
スマートフォン側でアプリを

インストール

(ZenWatch単体での直接
インストールや、ストリーミング

再生不可)

アプリは縦にスクロール

以前は、設定にアクセするときに、複数
左へスワイプする必要ありましたが、
Android Wear 2.0では
ワンタップでアクセスができます。

クイック設定パネルには、 
音量、機内モード、シアターモード、
マナーモード、設定のアイコンが
表示されています。

クイック設定パネル

歩数を選択すると、ウォッチフェイス
上に、本日の歩数が表示されます。
歩数のアイコンをタップすると、
ZenFitアプリが起動します。

アプリを選択すると、ウォッチ
フェイス上に表示させることが
できるデータのメニューが表示
されます。上図は、ZenFitアプリを
選んだときに表示されるメニューです。

ZenWatchからの操作で
ウォッチフェイス上に
アプリを配置することが
できるようになりました。
「+」のアイコンをタップして
アプリを配置します。

ウォッチフェイスの新たなカスタマイズ方法を追加

アプリ一覧画面や、設定画面など、
ウォッチフェイス以外の画面で
真ん中のスイッチを短く押すと、
ウォッチフェイスの画面に戻ります。

ウェイクアップの状態で
真ん中のスイッチをバイブ
するまで押すと、音声入力の
画面が起動します。

ウェイクアップの状態で
真ん中のスイッチを短く押すと
アプリ一覧が起動します。

物理スイッチの機能変更（真ん中）

手書き入力は「ひらがな」の他
に「ローマ字」、「カタカナ」、「漢字」
も入力をすることができます。

メールやSMSの返信を
するときに、音声入力や
定型文以外に、ソフトウェア
キーボードを使用することが
できるようになりました。

Keyboard入力をサポート

Play Musicを使用すれば、ZenWatch 3単
体でストリーミング再生を行い、音楽を楽しむ

ことができます。※ZenWatch 3を
Wi-Fiに接続する必要があります

ZenWatchから、Google Playにアクセスし、
ZenWatch 3で使用できるアプリを

直接インストールすることができるようになりました。

スタンドアローンアプリをサポート　：　　スマホとの接続なく、単体で動作するアプリが使用可能に

通知は灰色の背景に
白抜きの文字で表示されます。

アプリ一覧画面のデザイン変更：
円形のウォッチフェイスに併せて
スクロールするようになりました。

UIのデザイン変更

Android Wear 1.5
以前

Android Wear 2.0


